












まとめ 

 昭和 55 年,56 年度に引き続き,小児の精神神経障害児に関する受診・相談行動の研究を

続行した。対象は昭和 56 年 1月から 58 年 1 月までの間に東京大学附属病院精神神経科小

児部,神奈川小児療育相談センター及びその他2つの医療機関に受診した 12 歳以下の精神

神経障害児 302 名である。研究方法は,初診時に親が記入した予診表を集計・分析した。対

象を 8つの疾患カテゴリーに分類し,受診,相談行動を 5つのディメンジョンより検討した

結果,次のことが明らかになった。 

 1)小児の精神神経障害児の受診・相談行動は,疾患カテゴリーよりも症状出現のディメン

ジョンによって規定される。 

 2)受診者・専門機関側共に最も問題の少いのは,身体異常の現われる場合,次に運動発達

の遅滞を伴う場合,最後に最も問題の多いのは,それらが目立たずに行動の異常が前景に出

る場合の順である。 

 3)現在の問題点と今後の課題として次の 4点があげられる。 

 ①発達全般からとらえた行動上の問題に対する科学的な研究の推進 

 ②それを基礎とした治療・療育指導技術の再検討と開発 

 ③将来及び現在小児に関する医療・心理教育の分野でのスタッフの育成と再教育 

 ④現在ある医療・相談・教育機関の有効利用と専門機関相互の有機的な結合 


